
海
洋
国
家
と
し
て
、
税
制
と
予
算
、
制
度
面
で
支
援
を
強
化
！ 

 

節
分
を
過
ぎ
、
立
春
と
な
り

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が

続
き
ま
す
が
、
日
一
日
と
春

に
近
付
い
て
い
ま
す
。
我
が
国

の
海
事
振
興
に
向
け
て
、
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

●
税
制
支
援
策
は 

 

昨
年
末
、
来
年
度
の
税
制
改

正
大
綱
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
ご
要
望
を
頂
き
ま
し
た

①
船
舶
に
係
る
特
別
償
却
制

度
、
②
中
小
企
業
投
資
促
進

税
制
、
そ
れ
ぞ
れ
が
二
年
間

延
長
と
な
り
ま
し
た
。
特
償

は
、
運
航
効
率
と
環
境
性
能

に
優
れ
た
Ｉ
Ｏ
Ｔ
技
術
等
の
先

進
船
舶
導
入
促
進
に
向
け
て

拡
充
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
外
航
海
運
企

業
の
更
な
る
国
際
競
争
力
を

期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

●
来
年
度
の
予
算
案
は 

 

ま
た
、
来
年
度
の
海
事
関
係

予
算
案
は
計
九
七
・
一
億
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内

訳
は
、
①
海
事
生
産
性
革
命

の
深
化
、
②
内
航
海
運
活
性

化
、
③
海
事
人
材
の
確
保
・
育

成
、
④
国
際
的
な
海
上
安
全

と
環
境
対
策
の
推
進
、
⑤
国

民
の
理
解
促
進
等
で
す
。 

 

●
海
賊
対
策
の
継
続 

 

海
賊
対
策
も
引
き
続
き
継

続
し
て
い
き
ま
す
。 

 

ソ
マ
リ
ア
沖
の
海
賊
等
事
案

の
発
生
件
数
に
つ
い
て
、
自
衛

隊
や
海
保
を
は
じ
め
と
す
る

各
国
の
海
賊
対
処
活
動
等
に

よ
り
、
現
在
低
い
水
準
に
推

移
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
海
賊
が
な
く
な
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
引
き
続
き
関
係

省
庁
及
び
国
際
社
会
と
連
携

し
、
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

 

●
環
境
規
制
へ
の
対
応 

 

硫
黄
酸
化
物(

Ｓ
ｏ
ｘ)

排
出
削

減
や
地
球
温
暖
化
対
策
等
の

国
際
的
な
環
境
規
制
へ
の
対

応
は
、
喫
緊
の
課
題
で
す
。
特

に
来
年
一
月
か
ら
の
Ｓ
ｏ
ｘ
規

制
対
策
は
ま
っ
た
な
し
で
す
。 

 

そ
れ
ら
の
対
応
コ
ス
ト
は
、

海
運
業
界
の
み
な
ら
ず
社
会

全
体
で
負
担
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ

う
な
理
解
醸
成
に
向
け
て
、

荷
主
な
ど
関
係
方
面
へ
の
働

き
か
け
を
し
っ
か
り
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。 

 

●
船
員
対
策 

 

関
係
者
の
ご
要
望
を
受
け

て
、
外
国
人
船
員
が
外
航
日

本
籍
船
に
乗
り
組
む
た
め
に

必
要
な
大
臣
承
認
が
受
け
や

す
く
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で

は
一
等
航
海
士
や
機
関
士
ま

で
で
し
た
が
、
船
長
や
機
関
長

も
対
応
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
外
航
船
社
の
負
担

軽
減
に
繋
が
り
、
国
際
競
争

力
強
化
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

●
教
育
の
無
償
化 

 

そ
の
一
方
、
日
本
人
船
員
に

つ
い
て
は
、
経
済
的
に
厳
し
い

若
者
に
対
し
、
消
費
税
増
税

を
原
資
と
し
て
、
高
等
教
育

機
関
の
実
質
無
償
化
を
来
年

四
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。
義

務
教
育
段
階
か
ら
海
洋
教
育

が
充
実
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
多
く

の
若
者
が
船
員
と
な
る
べ
く
、

学
べ
る
環
境
を
整
備
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

我
が
国
は
海
洋
国
家
で
あ

り
、
海
事
産
業
の
発
展
と
国

際
競
争
力
強
化
は
必
須
で

す
。
引
き
続
き
、
政
府
へ
の
働

き
か
け
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。 

 

皆
様
方
の
ご
指
導
ご
協
力

を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

(

赤
池
ま
さ
あ
き) 

 

《国会事務所》  
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TEL： 03-6550-0524 
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【自由民主党 党員募集】  
現在自民党では党員を募集し

ています。詳細は事務所まで。 

赤
池 

誠
章 (

ま
さ
あ
き
） 

昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
生
ま

れ
。
明
治
大
学
卒
。
松
下
政
経

塾
出
身
。
専
門
学
校
長
を
経

て
、
衆
議
院
議
員
に
当
選
。
清
和

政
策
研
究
会
（安
倍
晋
三
相
談

役
、
細
田
博
之
会
長
）
に
所
属
。

平
成
二
十
五
年
の
参
院
選
比
例

代
表
全
国
区
で
国
政
復
帰
。
国

土
交
通
委
員
会
理
事
、
文
部
科

学
大
臣
政
務
官
、
参
議
院
文
教

科
学
委
員
長
等
を
務
め
、
現

在
、
自
民
党
文
部
科
学
部
会
長

二
期
目
、
海
事
振
興
連
盟(

衛
藤

征
士
郎
会
長)

常
任
理
事
、
海
洋

教
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
座
長
。 

平成31年 (2019年) 2月4日 (月曜日) 

～ 国づくり、地域づくりは、人づくりから ～ 

参議院議員 比例代表(全国区) 

国政ニュース 

海事産業振興と国際競争力強化へ 

安倍晋三総理 と 

ともに！ 
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